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【緒言】癌治療法の一種である重粒子線治療は，X 線治療と比較して，患部に線量をより集中

できるという利点をもつ．現在，医療用線量計には銀など，人体よりも密度の高い重金属が用い

られているため，正確な占領分布の把握が極めて困難である．この問題を解決する為には生体と

の等価性の高い有機分子を用いた線量計開発が必要である．我々は，光照射が引き起こす異性化

反応により光物性が可逆的に変化する現象であるフォトクロミズムに着目した．既に，フォトク

ロミック分子である 2,3-ビス(2,4,5-トリメチル-3-チエニル)マレイミド(BTTM)が X 線被照射に対

して異性化反応を起こし，さらに有機蛍光体 2-(4-tert-ブチルフェニル)-5-(4-ビフェニル)-1,3,4-オキ

サジアゾール(b-PBD)添加により X 線に対する感度が向上することが報告されており[1]，同様の反

応が重粒子線によっても誘起されるならば，当該分子を用いた重粒子線の線量計開発が可能とな

る．本研究では，BTTM の C イオン線に対する応答，及び

b-PBD による Cイオン線に対する増感可能性を調査した． 

【実験】PS及び BTTMを別々に THFに溶解させ，PS 0.2 g

に対し，BTTM が 3 mol%となるように BTTM 溶液を PS 溶

液に加え，50℃で一日乾燥させて BTTM 添加 PS 膜を得た．

上記と同じプロセスに加え，b-PBD の THF溶液を b-PBD の

添加量がポリマーに対して 2.5 wt%となるように添加するこ

とで BTTM及び b-PBD添加 PS膜を得た．HIMACにて，こ

れらの試料に C イオン線を照射し，吸光度を測定した． 

【結果と考察】Fig. 1に BTTM 3 mol%, b-PBD添加 PS 膜の

吸収スペクトルを示す．525 nm 付近の吸光度が照射線量と

共に増大しており，C イオン線照射が異性化反応を引き起こ

すことがわかった．Fig. 2に，b-PBD 添加膜と無添加膜の照

射線量に対する 525 nmの吸光度変化を示す．b-PBD 添加膜

のにおいて，より大きく吸光度が変化しており，b-PBD は C

イオン線に対する増感剤として働くことが示された． 

【参考文献】[1] K. Asai, et. al., Nucl. Instrum. Methods Phys. Res., A, in press. 

 

Fig. 1 吸収スペクトル 

(BTTM 3mol%, b-PBD添加 PS膜) 

 

Fig.2 照射線量に対する吸光度変化 
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